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� モラルの功罪─経済学の視点から
　
「
モ
ラ
ル
」の
意
味
は
、
辞
書
で
引
く
と
概
ね「
道
徳
。

倫
理
。
人
生
・
社
会
に
対
す
る
精
神
的
態
度
」で
あ
り
、

「
士
気
」。「
や
る
気
」の
こ
と
を
意
味
す
る「
モ
ラ
ー
ル
」

と
は
違
う
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
功
罪
」
の
意
味
を

調
べ
て
み
る
と
、「
良
い
点
と
悪
い
点
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

今
回
、
私
が
「
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
ら
頂
い
た

「
お
題
」
は
、「
節
電
は
、
モ
ラ
ル
の
観
点
か
ら
良
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、「
経
済
的
」
に
は
ど
う
な
の
？
良

い
の
？
悪
い
の
？
」
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

「
節
電
の
意
義
」
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
結

果
、
次
の
四
つ
ぐ
ら
い
に
ま
と
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

（
１
） 

電
気
料
金
が
下
が
る
。
電
気
料
金
は
使
用
量
に

よ
る
従
量
制
な
の
で
、
節
電
す
る
と
目
に
見
え

た
効
果
が
あ
る
。

（
２
） 

電
力
消
費
の
低
下
に
よ
り
発
電
設
備
に
余
裕
が

で
き
、
発
電
コ
ス
ト
の
高
い
火
力
発
電
に
使
用

す
る
化
石
燃
料
が
減
る
と
同
時
に
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
、
地
球
温

暖
化
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。

（
３
） 

電
力
消
費
の
低
下
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
福

島
原
発
事
故
以
降
批
判
と
完
全
廃
止
が
強
く
主

張
さ
れ
て
い
る
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
発
電
依

存
度
も
減
ら
せ
る
。

（
４
） 

夏
な
ど
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
き
、

ピ
ー
ク
時
の
電
力
消
費
が
減
ら
せ
る
の
で
、
大

規
模
停
電
や
計
画
停
電
に
よ
る
生
活
や
生
産
活

動
へ
の
影
響
を
す
く
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
上
記
の
「
節
電
の
意
義
」
を
も
と
に

考
え
れ
ば
、
自
分
の
生
活
の
快
適
さ
や
企
業
の
営
利
活

動
の
た
め
に
電
力
を
た
く
さ
ん
消
費
す
る
こ
と
を
や
め

て
、「
節
電
」す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
は
、「
モ
ラ
ル
」

の
側
面
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
理

解
で
き
る
。
確
か
に
、「
節
電
」
す
る
と
電
気
代
が
下

が
り
、
家
計
に
優
し
い
し
、
地
球
温
暖
化
抑
制
な
ど
環

境
に
も
よ
い
、
さ
ら
に
国
民
に
長
期
に
わ
た
る
放
射
能

被
害
を
も
た
ら
す
原
発
へ
の
依
存
度
も
減
ら
せ
る
し
、

大
規
模
停
電
や
計
画
停
電
の
リ
ス
ク
も
減
る
か
ら
で
あ

る
。

　

し
か
し
、「
節
電
」を
経
済
学
的
に
考
え
て
み
る
と
、

決
し
て
話
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
で
ミ
ク

ロ
経
済
学
を
よ
く
勉
強
し
た
人
は
「
市
場
の
失
敗
」
の

と
こ
ろ
で
で
て
き
た
「
費
用
逓
減
産
業
」
の
話
を
思
い

出
し
、「
何
か
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
疑
問
を
呈
し

て
ほ
し
い
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
電
力
、
ガ
ス
、
鉄
道
な
ど
の
事

業
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
と
っ
て
、
必

要
不
可
欠
で
公
共
性
が
高
く
、
ま
た
そ
の
事
業
を
行
う

た
め
の
固
定
費
用
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
お
題
の
「
節
電
」
に
関
し
て
言
え
ば
、

電
力
会
社
も
発
電
所
、
変
電
所
、
送
電
網
の
建
設
維
持

管
理
費
用
な
ど
の
固
定
費
用
が
非
常
に
大
き
い
。
こ
う

し
た
産
業
で
は
こ
う
し
た
費
用
が
非
常
に
大
き
な
企
業

は
、
生
産
量
が
大
き
い
ほ
ど
、
生
産
量
を
１
単
位
当
た

り
の
費
用
で
あ
る
「
平
均
費
用
」
は
下
が
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
「
規
模
の
経
済
」
が
働
く
生
産
量
の
領
域
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、「
費
用
逓
減
産
業
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ

う
な
る
と
、
費
用
逓
減
産
業
で
は
、
市
場
で
複
数
企
業

が
操
業
す
る
と
、
市
場
全
体
で
、
大
き
い
固
定
費
用
が

重
複
し
て
か
か
る
た
め
に
社
会
的
に
無
駄
と
な
る
た

め
、
独
占
と
な
る
傾
向
が
強
い
。
現
に
現
在
、
日
本
で

も
電
力
会
社
は
全
国
９
社
の
地
域
独
占
で
あ
り
、
独
占

の
弊
害
（
過
少
供
給
と
高
価
格
）
を
な
く
す
た
め
、
政

府
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

経
済
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
、「
企
業
が
限
界
費

用
と
等
し
い
価
格
と
な
る
と
こ
ろ
ま
で
生
産
供
給
す
る

こ
と
が
、
資
源
配
分
上
望
ま
し
い
。（
限
界
費
用
価
格

形
成
原
理
）」
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
企

モ
ラ
ル
の
功
罪

│「
節
電
」
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業
の
採
算
面
か
ら
考
え
る
と
、
企
業
は
限
界
費
用
価
格

形
成
原
理
に
よ
り
価
格
付
け
す
る
と
生
産
費
用
が
十
分

ま
か
な
え
な
く
な
り
、
赤
字
に
な
る
の
で
、
事
業
存
続

の
た
め
に
政
府
が
、「
電
力
会
社
が
赤
字
に
な
ら
ず
に

利
潤
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
に
価
格
付
け
す
る
。（
平
均
費

用
価
格
形
成
原
理
）」
よ
う
に
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
国
民
が
「
節
電
」
に
励
む
と
、
ど
の
電
力
料

金
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
電
力
消
費
を
減
ら
す
こ
と
に
な

る
の
で
、
需
要
曲
線
は
左
に
シ
フ
ト
す
る
。
他
方
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
「
費
用
逓
減
産
業
」
で
は
、「
規
模

の
経
済
」
が
働
い
て
い
る
の
で
、
平
均
費
用
は
「
節
電

前
」
は
右
下
が
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
需
要
曲
線
が
左
に

シ
フ
ト
す
れ
ば
、
需
要
曲
線
と
平
均
費
用
曲
線
の
交
点

で
価
格
を
決
め
る
、「
平
均
費
用
価
格
形
成
原
理
」
で

の
規
制
下
で
は
、
電
力
会
社
の
市
場
均
衡
供
給
量
は
減

り
（
そ
の
た
め
の
節
電
で
あ
る
）、
平
均
費
用
は
「
節

電
前
」
よ
り
上
昇
し
、
企
業
は
赤
字
に
転
落
す
る
こ
と

を
恐
れ
、政
府
に
値
上
げ
を
申
請
し
価
格
も
上
昇
す
る
。

（
こ
れ
を
読
ん
だ
学
生
諸
君
は
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
テ

キ
ス
ト
を
参
考
に
グ
ラ
フ
を
描
い
て
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。）

　

価
格
上
昇
の
効
果
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
、「
負
の

効
果
」
を
わ
れ
わ
れ
家
計
や
企
業
の
経
済
活
動
、
経
済

全
体
に
与
え
る
。

　

第
一
に
、
価
格
上
昇
は
「
家
計
」
の
光
熱
費
支
出
を

増
加
さ
せ
る
の
で
、家
計
に
打
撃
を
与
え
る
。し
か
し
、

こ
れ
は
ま
だ
、
影
響
の
程
度
は
緩
慢
で
あ
る
が
、
次
に

あ
げ
る
悪
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
電
力
の
消
費
者
は
、
家
計
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
企
業
も
含
ま
れ
、
需
要
規
模
も
企
業
の
方
が
大

き
い
。
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
、
企
業
の
費
用
を
増
加

さ
せ
、
国
際
市
場
で
激
し
い
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
企
業
の
収
益
を
下
げ
、
業
績
を
悪
化
さ
せ
る
。
業

績
の
悪
化
は
、
生
産
活
動
拠
点
を
日
本
か
ら
、
他
の
コ

ス
ト
が
相
対
的
に
安
価
な
海
外
へ
の
移
転
に
よ
る
、「
産

業
の
空
洞
化
」
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
、
企
業
の
日
本
国

内
で
の
「
雇
用
」
を
減
ら
し
、
失
業
の
増
加
を
も
た
ら

す
。
ま
た
、
企
業
の
業
績
悪
化
は
、
株
価
を
下
げ
海
外

か
ら
日
本
へ
の
投
資
資
金
の
引
き
揚
げ
を
も
た
ら
し
、

資
産
市
場
で
の
取
引
の
低
迷
を
も
た
ら
す
。
最
近
、
国

際
市
場
で
の
価
格
競
争
に
敗
れ
た
結
果
、
シ
ャ
ー
プ
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
急
速
な
業
績
悪
化
に
よ
る
大
幅

な
株
価
の
下
落
、
外
国
企
業
へ
の
部
門
の
売
却
等
の
加

速
を
み
れ
ば
、
コ
ス
ト
上
昇
が
い
か
に
日
本
経
済
や
国

民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
、明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、「
節
電
」
に
よ
る
電
力
消
費
の
減
少
は
、

電
力
会
社
の
平
均
費
用
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
、
電
力
会

社
は
長
期
的
に
は
、
老
朽
化
し
た
発
電
所
に
代
わ
る
新

た
な
発
電
所
の
建
設
や
設
備
の
更
新
、
既
存
の
発
電
所

の
操
業
を
停
止
し
た
り
、
変
電
、
送
電
設
備
の
保
守
維

持
費
用
な
ど
固
定
費
用
を
節
約
し
て
、（「
節
電
前
」
よ

り
左
下
方
の
短
期
平
均
費
用
曲
線
を
選
択
し
、）
赤
字

を
避
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
長
期
的
に
電
力
の
供
給
能

力
が
減
少
し
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
、
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
電
力
供
給
網
が
途
切
れ
た

と
き
、電
力
を
安
定
供
給
す
る
体
制
が
と
れ
な
く
な
り
、

も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
大
規
模
停
電
や
計
画
停
電
に

よ
っ
て
、
国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
、
経
済
活

動
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
モ
ラ
ル
」
の
上
で
は
「
良
い
」
で

あ
ろ
う
「
節
電
」
は
、
市
場
取
引
で
も
た
ら
す
効
果
や

そ
れ
に
対
し
て
企
業
が
と
る
行
動
の
結
果
を
通
じ
て
国

民
生
活
や
経
済
全
体
に
も
た
ら
す
影
響
を「
経
済
学
的
」

に
考
慮
す
る
と
、
か
え
っ
て
長
期
的
に
は
わ
れ
わ
れ
国

民
生
活
や
国
民
経
済
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、「
経
済
学
」
を
学
ぶ
経
済
学
部
の
学

生
諸
君
は
、
大
部
分
の
国
民
が
、「
モ
ラ
ル
」に
よ
る「
節

電
」
の
推
奨
を
主
張
す
る
と
き
で
も
、
上
述
し
た
「
経

済
学
的
な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
」を
鍛
え
、「
モ
ラ
ル
」

で
は
良
し
と
さ
れ
る
「
節
電
」
の
、
国
民
生
活
、
企
業

行
動
、
国
民
経
済
に
与
え
る
「
悪
」
の
部
分
を
も
考
慮

す
る
よ
う
主
張
で
き
る
、「
科
学
的
か
つ
冷
静
な
頭
脳
」

と
国
民
生
活
や
国
民
経
済
の
悪
化
に
よ
る
国
民
の
苦
し

み
を
も
考
え
る
「
温
か
い
心
」
を
も
つ
社
会
人
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
小
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す

る
。




